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Vol.19工大流就職支援
　卒業生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。企業等への就
職、大学院への進学等、卒業後の自分自身の進路を真剣に考え、悩
んだ１年間、本当にお疲れ様でした。企業等へ就職される方の中に
は、選考試験で思ったように結果が出ず、不安で心が折れそうになっ
たことがあったかもしれません。しかし、就職活動を通して、悩み・考
えこの１年間でさらに一回りも二回りも成長したことは間違いありま
せん。自信を持って、新社会人として、世界へ羽ばたいてください。

　皆さんが進路を考える際に多くの方々が、支援するとともに励まし
てくださいました。卒業研究の先生、就職担当の先生。さらに、企業
のＯＢ・ＯＧの方々、ご家族、友人達など。今後は大阪工業大学の卒
業生キャリアサポーターの一人として、励まされる側から励ます側と
なって、後輩たちのよき相談相手としてご支援・ご協力いただけるこ
とと期待しています。最後に、皆さんの新天地でのご活躍を祈念いた
します。

知的財産専門職大学院・知的財産学部　合同企業懇談会を開催
知的財産専門職大学院と知的財産学部

は、１２月２２日大阪センターにおいて合同企
業懇談会を開催し、企業関係者２８名を含め、
学部・大学院生合わせて約１００人が参加しま
した。
これは毎年学生が中心になって運営する
懇談会で、企業の知的財産部門をはじめ、採
用担当の方々をお招きし、本学の教育の特色
や学生の活動成果報告のＰＲの場として活用
しています。

当日は学生の司会進行によりインターン
シップ・知財実務研修報告、課外活動（硬式野
球部・知財ＰＲ隊）報告、留学体験報告が行わ
れました。
活動報告会終了後は情報交換会が行わ

れ、学生たちは積極的に参加企業の方々に話
しかけ、企業で働くことの意義や実社会の厳
しさについて体感していました。
これから就職活動を始める学生諸君にとっ
ては、大変貴重な体験となりました。

留学生歓送会
～卒業・修了する留学生を祝って～

　3月18日、この春に本学を卒業・修了する留学生25人を送
る「留学生歓送会」が研修センターで開催されました。会場には
学長や学部長・研究科長をはじめ、大学生活でお世話になった
多くの先生方や後輩留学生など約70人が集まり、学位記授与
式に先立って旅立つ留学生の卒業・修了を祝いました。歓送会
では入学から撮りためたたくさんの写真を大きなスクリーンに
映し出して、日本語での授業や論文発表、留学生見学会や城北
祭での模擬店出店などの　たくさんの思い出を振り返り、これ
からの夢や抱負などを語り合いました。
　このたび卒業・修了する中国・サウジアラビア・インドネシア・
モンゴル・ＵＡＥ・オーストラリア・台湾の留学生は、4月から母
国に戻って就職する者、日本で就職する者、さらに日本で進学
する者など、それぞれ新しい道を歩んでいきます。本学で学ん
だたくさんの知識や技術を活かして活躍されることを期待して
います。

活動の成果を報告する学生たち

楽しかった留学生見学会

　12月6日、ロボカップ＠ホームリーグプロジェクトの学生が「Intelligent 
Home Robotics Challenge2014」に出場し、知能ロボティクス部門で第1
位、総合準優勝に輝きました。本コンテストは今年度から始まり、ロボカップ
＠ホームリーグの代表的な2つの競技を実施し、部門内得点と総合得点を競い
ました。
　自律移動ロボット部門の競技種目はFollow me（人の後を追うタスク）。全6
チームが参加しました。本学チームは新たに構築した自律移動掃除機タイプの
小型ロボットで競技に挑み、残念ながら得点にはつながりませんでしたが、構
築作業やコンテスト本番で培った技術を活かし、今後の活躍が期待されます。
　また、知能ロボティクス部門では、全4チームが競技種目Restaurant（注文
を聞きドリンクを用意するタスク）に出場し、本学チームはすべての課題を成功
させ、第1位を獲得しました。
　2部門を合計した得点で、本学チームは総合準優勝を果たし、ロボカップ
＠ホームリーグプロジェクトの技術成果を素晴らしい結果として残すことがで
きました。
　今後、2015年5月開催予定のロボカップ＠ホームリーグ出場に向けて、さ
らに技術を向上させていきます。今後も同プロジェクトの活躍にご期待くだ
さい。

準優勝に輝いた「O.I.T.Trial」のメンバー

Intelligent Home Robotics 
Challenge2014で総合準優勝
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歳を重ねると知力、体力は
減退する。現状維持に甘ん
じていては駄目で、常に進
化を目指していないと現状
維持すらできない。君たち
に追い抜かれまいという思
いで教壇に立つ。
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卒業生特集
卒業生に贈る言葉

卒業生諸君の門出を祝して 学長 井上正崇
　卒業おめでとうございます。先行き不透明な世界経
済の状況において、新たな成長戦略を探る必要性が高
まっています。まさに日本の革新力(イノベーション)が問
われる社会が大きな期待をもって皆さんを待っています。
　昨年のノーベル物理学賞に選ばれた青色発光ダ
イオード(LED)の発明は、大学での基礎研究が徳島
県の企業において青く光り輝く製品に結びついた、まさ
にイノベーションの代表例といえます。戦後70年を経
て、今また日本の革新力が世界で注目されています。
皆さんも最近のニュースで見たと思いますが、燃料電
池自動車の実用化そして昨年始まった超伝導リニア
新幹線の着工など世界をリードするニュースです。米
国トムソン・ロイター社の選定したグローバル・イノベー
ター世界のトップ100社の中に、日本の企業が３９社

選ばれ、米国を抜いて昨年トップに立ちました。
　卒業生諸君には、ビジネスにおいても人生におい
ても、イノベーションの視点を常に持ち続けていただき
たいと思います。会社や社会で働く時、学生時代に
経験したことのない困難に直面することと思います。そ
のような時、信頼できる良き友や先輩がいれば何よりの
力になってもらえます。日頃から自らも周りの人々や社
会に目を向け、やさしい気持ちで接することを忘れ
ないでください。これからの人生、多くの人々と
交流し多様な意見に耳を傾け、自らを磨いて
ください。
　卒業生の皆さんの今後の活躍と社会
人としての健やかな成長を心からお祈りし
ます。



副学長
川田　裕

　ご卒業おめでとう。皆さんは本学で友
を作り、勉学や課外活動に励み、実力を
養って社会に船出しようとしています。
　日本は高齢化を初めとする多くの課
題を抱えています。引き続き日本が繁
栄し尊敬される国としての地位を維持
するには、様々な分野・規模でイノベー
ションを生み出していかなければなりま

せん。皆さんにはエンジニアとしてこれに貢献して頂きたい
と願っています。社会では大学で身につけた技術や考え方だ
けでは不十分です。技術や経済の動向に興味を持って勉強
を継続し、成長し続けるエンジニアとして飛躍して下さい。
　社会人として規則正しい生活を送り、健康に留意して活躍
されることを祈念します。

卒業生に贈る言葉卒業生に贈る言葉 卒業生特集卒業生特集
成長し続けるエンジニアとして飛躍を

工学部長
大学院工学研究科長
西村　泰志

　ご卒業おめでとうございます。20才
代あるいは30才代前半の若い時の生
き方が、それ以降の人生に大きく影響し
ます。若い時に、工大で学んだ専門分野
の知識や技術をもとに、がむしゃらに仕
事にあるいは勉学に励んでください。
そうすることによって、仕事の面白さも
分かってきますし、自分自身が更に何を

なすべきかも自ずとわかってくると思います。そうすること
は、自分自身のためでもありますが、工大の発展にも関連し
ています。「工大は就職に強い大学」と言われるのは、30年、
40年前の先輩達が社会に出て、そのように努力した結果と
して今の状況があるのです。工大の伝統を継承できるよう懸
命に努力して下さい。

工大の伝統の継承を！

情報科学部長
大学院情報科学研究科長
大島　一能

　ご卒業おめでとうございます。情報技
術分野は、これからも飛躍的な発展を
続けて行きます。変化に対応できる実
力を養い大きく成長してください。みな
さんの情報プロフェッショナルとしての
活躍を期待して、３つの励ましの言葉を
贈ります。健康に留意して、充実した社
会人生活を送ってください。

①挨拶や対話力など社会人スキルを高めよう。
②前向きに仕事に取組み、成長への挑戦を続けよう。
③組織や業界の状況を知り、目標を描いて前進しよう。

情報プロフェッショナルとしての活躍を期待します

大学院知的財産研究科長
田浪　和生

　ご卒業おめでとう。産業界で毎
年若人を迎えて30有余年の経験
の私から、期待を込めて3点の励
ましを。
　①真剣に学ぶ方に、経験者は助
けの手を伸べます。謙虚に学ぶ姿
勢で先輩の方々と交わっていこう
ではありませんか。

　②知財知識は今や産業の基盤です。コミュニケーショ
ンスキルを磨き、グローバルに活躍していこうではあり
ませんか。
　③健康は宝です。生きがいと仕事のやりがいを感じ
取り、何事にも挑戦する気概を持って、新しい人生をき
り拓いていこうではありませんか。

常に学ぶ姿勢で挑戦を－努力は必ず報われる！

知的財産学部長
林　茂樹

　皆さんご卒業おめでとうございます。
大学時代の楽しい思い出を胸に、新社
会人として元気よく羽ばたかれると思
います。
　社会に出た後常に向上心を持って、ど
のくらい真摯に仕事に打ち込み、勉強
するかによって、数年後あるいは数十年
後大きな差が付いてきます。仕事は自

分で考え工夫し、積極的に取り組むことによって楽しさやや
りがいを感じるものです。工大で培ったひたむきに学修に励
む態度を忘れず大きく成長してください。

自分で考え、積極的に行動を

学生部長
西川　出

　卒業生、修了生の皆さん、ご卒業・修了お
めでとうございます。
　すでに心は４月からの新しい生活の方に
移っているかもしれません。
　社会人となる諸君には厳しい仕事の荒波
にもまれることになりますが、恐れないでく
ださい。諸君は本学での高度な学問の履修
を終えることができたのです。また課外活動

を体験した諸君は貴重な団体行動や交友関係を自分のものにす
ることができました。これらは大きな自信と財産になるでしょう。
すでに社会で活躍している多数の本学ＯＢもまた強い味方です。
困ったときには彼らや母校の教職員の助言も助けになるでしょう。
是非これからも自信と誇りを持って歩んで行ってください。我々は
これからもずっと君たちを応援しています。

輝け！大阪工業大学卒業生

学生生活の思い出を胸に日本と母国の懸け橋になりたい

母国の大統領になりたい
　私は意欲的に就職活動をした結果、神戸製鋼所に内定をいただきまし
た。入社後10年近くは、一人前のエンジニアになるために勉強しながら働
きます。その後は埋蔵資源が多いとされる母国モンゴルで支社を立てた
いと思います。これにより会社の利益と国への税金、さらに地元の人々の
雇用を生み出します。そして支社勤
務を務め上げた後は国会議員に立
候補し、将来は大統領に立候補した
いと思っています。会社の発展、モ
ンゴルの発展、そして大統領になっ
て、日本とモンゴルの更なる友好関
係を築くこと、それが私の夢です。

充実した大学生活
　私には4年間で経験したたくさんの思い出があります。留学生友好会で
行った日本文化を学べる見学会、OCF軽音楽部での合宿やライブ、草野
球同好会での野球の試合、学生企業ＳＨＯＷで運営した模擬国際会議、大
学での補助員のアルバイト、学科の友達とテストの前に徹夜で勉強したこ
と、そして、就職活動。どれもかけがえのない思い出です。おそらく、これ
からの人生で一番思い出す記憶はこの楽しかった大学生活のことだと思
います。

日本語上達のきっかけは友達との会話
　私は学内でただ一人のモンゴル人留学生だったので、周りにモンゴル
語を話す人はいませんでした。だから、私は自分から積極的に日本人の友
達をたくさん作るようにしまし
た。それによって、自然と日本語
も上達していきました。専門用語
が多く難しかった勉強やテスト、
研究などは、日本人の友達が増
えて日本語が上達したおかげで
乗り越えられたと感じています。

主将としてチームを導いてきた力を地元広島のために！

自分の可能性を信じ、次のステップへ
　４月から始まる警察官としての仕事にはチームワークの良さが大切に
なると思います。そのため、部活動を通して身に付けた協調性や対応力を
活かし、仲間と協力し合って
一つ目の壁である警察学校を
乗り越えます。不安もたくさ
んありますが、地域の人に
とって身近な警察官を目標
に、人のために働くという夢を
叶えていきたいと思います。

クラブ活動で得た仲間や経験は一生の財産
　クラブ活動を通して人とのつながりの大切さを学びました。クラブを
まとめるため、日頃から多くの部員と話すよう心掛け、また主将という立
場で大学関係者やOBの方々など、異なる世代の方とも接する機会があ
り、自分の視野を広める貴重な経験ができました。他大学の部員から、
工大は部員同士の結びつきが強くてうらやましいという言葉をかけて
もらったことが何度もありました。支えてくれた同期や後輩の仲間たち
に感謝の気持ちでいっぱいです。

挫折があるから人は成長する
　主将に就任し、少しでも多く結果を残そうとがむしゃらにクラブに取り組
みました。しかし、自分本位な考えで臨んだ大会のほとんどが予選や準決
勝で敗れていました。団体競技である漕艇は、クルーを信頼し、息を合わ
せることが勝利への近道です。部
員同士で意見を出し合い、何度も
衝突し、その度に改善点を見つけ
る作業に力を注いだ結果、引退試
合で過去最高の結果を残すことが
できました。大会で仲間と夢中で
ゴールラインを目指した時間は一
生忘れられません。

バザルハンド エルムーンバザルハンド エルムーン

工学部機械工学科
文化会OCF軽音楽部
㈱神戸製鋼所内定

工学部機械工学科
文化会OCF軽音楽部
㈱神戸製鋼所内定

森本  大貴森本  大貴

工学部応用化学科
体育会漕艇部

広島県警察本部内定

工学部応用化学科
体育会漕艇部

広島県警察本部内定
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副学長
川田　裕

　ご卒業おめでとう。皆さんは本学で友
を作り、勉学や課外活動に励み、実力を
養って社会に船出しようとしています。
　日本は高齢化を初めとする多くの課
題を抱えています。引き続き日本が繁
栄し尊敬される国としての地位を維持
するには、様々な分野・規模でイノベー
ションを生み出していかなければなりま

せん。皆さんにはエンジニアとしてこれに貢献して頂きたい
と願っています。社会では大学で身につけた技術や考え方だ
けでは不十分です。技術や経済の動向に興味を持って勉強
を継続し、成長し続けるエンジニアとして飛躍して下さい。
　社会人として規則正しい生活を送り、健康に留意して活躍
されることを祈念します。

卒業生に贈る言葉卒業生に贈る言葉 卒業生特集卒業生特集
成長し続けるエンジニアとして飛躍を

工学部長
大学院工学研究科長
西村　泰志

　ご卒業おめでとうございます。20才
代あるいは30才代前半の若い時の生
き方が、それ以降の人生に大きく影響し
ます。若い時に、工大で学んだ専門分野
の知識や技術をもとに、がむしゃらに仕
事にあるいは勉学に励んでください。
そうすることによって、仕事の面白さも
分かってきますし、自分自身が更に何を

なすべきかも自ずとわかってくると思います。そうすること
は、自分自身のためでもありますが、工大の発展にも関連し
ています。「工大は就職に強い大学」と言われるのは、30年、
40年前の先輩達が社会に出て、そのように努力した結果と
して今の状況があるのです。工大の伝統を継承できるよう懸
命に努力して下さい。

工大の伝統の継承を！

情報科学部長
大学院情報科学研究科長
大島　一能

　ご卒業おめでとうございます。情報技
術分野は、これからも飛躍的な発展を
続けて行きます。変化に対応できる実
力を養い大きく成長してください。みな
さんの情報プロフェッショナルとしての
活躍を期待して、３つの励ましの言葉を
贈ります。健康に留意して、充実した社
会人生活を送ってください。

①挨拶や対話力など社会人スキルを高めよう。
②前向きに仕事に取組み、成長への挑戦を続けよう。
③組織や業界の状況を知り、目標を描いて前進しよう。

情報プロフェッショナルとしての活躍を期待します

大学院知的財産研究科長
田浪　和生

　ご卒業おめでとう。産業界で毎
年若人を迎えて30有余年の経験
の私から、期待を込めて3点の励
ましを。
　①真剣に学ぶ方に、経験者は助
けの手を伸べます。謙虚に学ぶ姿
勢で先輩の方々と交わっていこう
ではありませんか。

　②知財知識は今や産業の基盤です。コミュニケーショ
ンスキルを磨き、グローバルに活躍していこうではあり
ませんか。
　③健康は宝です。生きがいと仕事のやりがいを感じ
取り、何事にも挑戦する気概を持って、新しい人生をき
り拓いていこうではありませんか。

常に学ぶ姿勢で挑戦を－努力は必ず報われる！

知的財産学部長
林　茂樹

　皆さんご卒業おめでとうございます。
大学時代の楽しい思い出を胸に、新社
会人として元気よく羽ばたかれると思
います。
　社会に出た後常に向上心を持って、ど
のくらい真摯に仕事に打ち込み、勉強
するかによって、数年後あるいは数十年
後大きな差が付いてきます。仕事は自

分で考え工夫し、積極的に取り組むことによって楽しさやや
りがいを感じるものです。工大で培ったひたむきに学修に励
む態度を忘れず大きく成長してください。

自分で考え、積極的に行動を

学生部長
西川　出

　卒業生、修了生の皆さん、ご卒業・修了お
めでとうございます。
　すでに心は４月からの新しい生活の方に
移っているかもしれません。
　社会人となる諸君には厳しい仕事の荒波
にもまれることになりますが、恐れないでく
ださい。諸君は本学での高度な学問の履修
を終えることができたのです。また課外活動

を体験した諸君は貴重な団体行動や交友関係を自分のものにす
ることができました。これらは大きな自信と財産になるでしょう。
すでに社会で活躍している多数の本学ＯＢもまた強い味方です。
困ったときには彼らや母校の教職員の助言も助けになるでしょう。
是非これからも自信と誇りを持って歩んで行ってください。我々は
これからもずっと君たちを応援しています。

輝け！大阪工業大学卒業生

学生生活の思い出を胸に日本と母国の懸け橋になりたい

母国の大統領になりたい
　私は意欲的に就職活動をした結果、神戸製鋼所に内定をいただきまし
た。入社後10年近くは、一人前のエンジニアになるために勉強しながら働
きます。その後は埋蔵資源が多いとされる母国モンゴルで支社を立てた
いと思います。これにより会社の利益と国への税金、さらに地元の人々の
雇用を生み出します。そして支社勤
務を務め上げた後は国会議員に立
候補し、将来は大統領に立候補した
いと思っています。会社の発展、モ
ンゴルの発展、そして大統領になっ
て、日本とモンゴルの更なる友好関
係を築くこと、それが私の夢です。

充実した大学生活
　私には4年間で経験したたくさんの思い出があります。留学生友好会で
行った日本文化を学べる見学会、OCF軽音楽部での合宿やライブ、草野
球同好会での野球の試合、学生企業ＳＨＯＷで運営した模擬国際会議、大
学での補助員のアルバイト、学科の友達とテストの前に徹夜で勉強したこ
と、そして、就職活動。どれもかけがえのない思い出です。おそらく、これ
からの人生で一番思い出す記憶はこの楽しかった大学生活のことだと思
います。

日本語上達のきっかけは友達との会話
　私は学内でただ一人のモンゴル人留学生だったので、周りにモンゴル
語を話す人はいませんでした。だから、私は自分から積極的に日本人の友
達をたくさん作るようにしまし
た。それによって、自然と日本語
も上達していきました。専門用語
が多く難しかった勉強やテスト、
研究などは、日本人の友達が増
えて日本語が上達したおかげで
乗り越えられたと感じています。

主将としてチームを導いてきた力を地元広島のために！

自分の可能性を信じ、次のステップへ
　４月から始まる警察官としての仕事にはチームワークの良さが大切に
なると思います。そのため、部活動を通して身に付けた協調性や対応力を
活かし、仲間と協力し合って
一つ目の壁である警察学校を
乗り越えます。不安もたくさ
んありますが、地域の人に
とって身近な警察官を目標
に、人のために働くという夢を
叶えていきたいと思います。

クラブ活動で得た仲間や経験は一生の財産
　クラブ活動を通して人とのつながりの大切さを学びました。クラブを
まとめるため、日頃から多くの部員と話すよう心掛け、また主将という立
場で大学関係者やOBの方々など、異なる世代の方とも接する機会があ
り、自分の視野を広める貴重な経験ができました。他大学の部員から、
工大は部員同士の結びつきが強くてうらやましいという言葉をかけて
もらったことが何度もありました。支えてくれた同期や後輩の仲間たち
に感謝の気持ちでいっぱいです。

挫折があるから人は成長する
　主将に就任し、少しでも多く結果を残そうとがむしゃらにクラブに取り組
みました。しかし、自分本位な考えで臨んだ大会のほとんどが予選や準決
勝で敗れていました。団体競技である漕艇は、クルーを信頼し、息を合わ
せることが勝利への近道です。部
員同士で意見を出し合い、何度も
衝突し、その度に改善点を見つけ
る作業に力を注いだ結果、引退試
合で過去最高の結果を残すことが
できました。大会で仲間と夢中で
ゴールラインを目指した時間は一
生忘れられません。

バザルハンド エルムーンバザルハンド エルムーン

工学部機械工学科
文化会OCF軽音楽部
㈱神戸製鋼所内定

工学部機械工学科
文化会OCF軽音楽部
㈱神戸製鋼所内定

森本  大貴森本  大貴

工学部応用化学科
体育会漕艇部

広島県警察本部内定

工学部応用化学科
体育会漕艇部

広島県警察本部内定
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熊見  早紀

工学部  建築学科
文化会建築文化研究部
大和ハウス工業㈱内定

卒業生特集卒業生特集卒業生特集卒業生特集
今やっていることは未来へつなぐ

学生時代でやるべきこと
　グローバルなビジネスを展
開する企業が年々増えていま
す。企業が求める英語力も
年々上昇していくでしょう。社
会人になったら忙しくなりま
す。学生時代のうちに英語力
を高めてください。

様々なことにチャレンジして、経験を身につける
　留学生の私にとって、日本での勉強、生活などはすべてチャレンジ
でした。初めて学会に参加し日本語で発表すること、初めてロボカッ
プで優勝したこと、初めてティーチングアシスタントとして学部生を
指導することなど、これらすべての経験で日本語が上手になり、ま
た、チームワークの重要性を学びました。そして、人に教えるという
ことは自己成長にもつながると感じました。

置諸死地而後生
　孫子兵法の中で「置諸死地而後生」という戦略があります。意味は、兵
士は雑念なく命をかけて戦い、敗勢を転じて勝利に変えることです。私
は就職活動を行うとき、最初は日本で就職できなくても母国で就職でき
るという油断から、失敗を繰り返し、プ
ライドの高い私にはショックなことば
かりでした。そこで、自分の栄耀（栄え
ときめくこと）のために、就活との戦い
を本気で始めました。諦めたらここま
での努力を無駄にしてしまうのは悔し
くて「絶対諦めない」という強い心を
もって内定をもらいました。この経験
から、諦めずに努力をすれば必ず結果
に反映されることを学びました。

失敗は教訓に、成功は評価に繋がる

時には振り返る
　自分一人のことなら振り返る必要はないかもしれません。しかし、グ
ループで目標を達成する際には自分のことだけを考えていてはいけませ
ん。今、自分がどの立場にいるのか、何をしなければならないのか、自分の
役割を明確にし、考えて行動する
必要があります。
　卒業前に学生生活を振り返って
「あの頃は馬鹿だったけど楽し
かった。あの頃は大変だったけど、
自分の選択は正しかった。」と語り
合える仲間に出会ってください。

コミュニケーションを大切に
　大学なので勉強することは大切ですが、勉強だけがすべてではあ
りません。学生のうちにしっかり遊び、ON/OFFの切り替えができる
ようになることも大切です。大学には様々なタイプの人がいるので、
できる限り多くのタイプの人と関わってみてください。人との関わり
方を学ぶことでコミュニケーション能力を磨き、社会での活躍の幅
が広がると思います。

自分の枠を作らない
　大学での4年間は多くの選択肢の中から自分の未来を決める大事な時
期です。だからこそ多くのことに触れて選択肢を増やしてほしいと思いま
す。私は人前に出ることが嫌いでしたが、大学でジャグリングクラブに所属
し、その経験を就職活動に活かす
ことができました。行動した人だけ
が、さらに多くのことに触れる機会
をもらえるのです。私が皆さんに
メッセージを贈ることになったの
も、4年間で様々なことにチャレン
ジした成果だと思います。

いままでの自分を信じて、未来を築こう

不安よりも楽しみ
　４月からは、設計職として働きます。お客様の想いをしっかりと受け止
め、心から喜んでいただけるような設計をすることが私の夢です。社会人
として責任ある仕事をすることは不
安でもありますが、それに負けない
くらいの楽しみでもあります。この
先辛いことがあっても、４年間で学
んだ多くの知識や経験を活かして、
これからも成長し続け頑張っていき
たいです。

友達の存在の大きさを感じた大学生活
　大学生活の４年間は、設計課題に追われる日々でした。想像以上に
大変で、挫折しそうな時もありました。そんな時に大きな支えとなった
のは友達の存在です。友達と過ごす何気ない時間も、私にとっては大
きな励みとなり、前進する力になりました。共に頑張る仲間がいたから
こそ諦めずにやり遂げることができたのだと思います。卒業して進む
先はそれぞれ異なりますが、仲間と共に過ごした思い出は一生忘れな
いと思います。

これから就職活動に挑む後輩へ
　就職活動はわからないことが多く、誰にとっても不安だらけだと思い
ます。しかし、自分自身を見つめ直し、自分の長短に気付くことができる
良い機会でもあります。将来何をしたいのかをじっくり考え、自信を持っ
て活動してください。
大学で学んできたこと
は、必ず発揮できると
思います。周りと比べ
る必要はありません。
自分のペースで最後ま
で諦めずに頑張ってく
ださい。

広い視野と好奇心が行動力になる

純粋な気持ちで飽くなき挑戦を
　いよいよこの春から太陽光発電システムの施行・販売などを手掛ける
会社の一員として、社会人のスタートを切ります。私はネガティブに物事を
考えがちですが、そのネガティブな考え
方を抑え込むように純粋な気持ちで好
奇心を抱き、思いやりと優しさに満ちた
心と自分に負けない努力で、新しいこと
に挑戦していきたいです。そして、一人
前の社会人となり、周りの人への感謝の
気持ちを忘れずに、公私ともに充実した
人生を送りたいです。

いろんな人と出会えた学生生活
 私は、中学から大学まで9年間卓球部で頑張ってきました。さらに「大
学生活ではもっといろんな人と関わりたい」と思い国際友好部にも入
りました。勉強だけでなく、クラブ活動にも参加することで様々な人た
ちと友達になることができました。留学生との旅行や勉強を通して、日
本とは異なった言葉や文化、価値観を学びながら友情も生まれまし
た。活動する中で出会えた先生方や部員、留学生たちには感謝の気持
ちでいっぱいです。

今日よりよき明日のために
　勉学、部活の兼部にアルバイト、そして
ボランティア活動への参加、忙しくも充実
した学生生活を送りました。手術を要する
大きな病気に悩まされたこともありまし
た。すべてできるのか不安になったことも
ありました。しかし、私は簡単に諦めること
が嫌いなので「ひたむきの精神」で、毎日
の少ない時間の中でも少しずつ計画的に
挑戦することで、一つひとつ克服すること
ができました。

田所  恭田所  恭

工学部  環境工学科
体育会卓球部  国際友好部

ゴウダ㈱内定

工学部  環境工学科
体育会卓球部  国際友好部

ゴウダ㈱内定

十九川 侑紀十九川 侑紀

情報科学部  情報システム学科
文化会ジャグリングクラブ 
㈱OKIソフトウェア内定

情報科学部  情報システム学科
文化会ジャグリングクラブ 
㈱OKIソフトウェア内定

高 潔高 潔

情報科学研究科  情報科学専攻
富士ソフト㈱内定

情報科学研究科  情報科学専攻
富士ソフト㈱内定
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熊見  早紀

工学部  建築学科
文化会建築文化研究部
大和ハウス工業㈱内定

卒業生特集卒業生特集卒業生特集卒業生特集
今やっていることは未来へつなぐ

学生時代でやるべきこと
　グローバルなビジネスを展
開する企業が年々増えていま
す。企業が求める英語力も
年々上昇していくでしょう。社
会人になったら忙しくなりま
す。学生時代のうちに英語力
を高めてください。

様々なことにチャレンジして、経験を身につける
　留学生の私にとって、日本での勉強、生活などはすべてチャレンジ
でした。初めて学会に参加し日本語で発表すること、初めてロボカッ
プで優勝したこと、初めてティーチングアシスタントとして学部生を
指導することなど、これらすべての経験で日本語が上手になり、ま
た、チームワークの重要性を学びました。そして、人に教えるという
ことは自己成長にもつながると感じました。

置諸死地而後生
　孫子兵法の中で「置諸死地而後生」という戦略があります。意味は、兵
士は雑念なく命をかけて戦い、敗勢を転じて勝利に変えることです。私
は就職活動を行うとき、最初は日本で就職できなくても母国で就職でき
るという油断から、失敗を繰り返し、プ
ライドの高い私にはショックなことば
かりでした。そこで、自分の栄耀（栄え
ときめくこと）のために、就活との戦い
を本気で始めました。諦めたらここま
での努力を無駄にしてしまうのは悔し
くて「絶対諦めない」という強い心を
もって内定をもらいました。この経験
から、諦めずに努力をすれば必ず結果
に反映されることを学びました。

失敗は教訓に、成功は評価に繋がる

時には振り返る
　自分一人のことなら振り返る必要はないかもしれません。しかし、グ
ループで目標を達成する際には自分のことだけを考えていてはいけませ
ん。今、自分がどの立場にいるのか、何をしなければならないのか、自分の
役割を明確にし、考えて行動する
必要があります。
　卒業前に学生生活を振り返って
「あの頃は馬鹿だったけど楽し
かった。あの頃は大変だったけど、
自分の選択は正しかった。」と語り
合える仲間に出会ってください。

コミュニケーションを大切に
　大学なので勉強することは大切ですが、勉強だけがすべてではあ
りません。学生のうちにしっかり遊び、ON/OFFの切り替えができる
ようになることも大切です。大学には様々なタイプの人がいるので、
できる限り多くのタイプの人と関わってみてください。人との関わり
方を学ぶことでコミュニケーション能力を磨き、社会での活躍の幅
が広がると思います。

自分の枠を作らない
　大学での4年間は多くの選択肢の中から自分の未来を決める大事な時
期です。だからこそ多くのことに触れて選択肢を増やしてほしいと思いま
す。私は人前に出ることが嫌いでしたが、大学でジャグリングクラブに所属
し、その経験を就職活動に活かす
ことができました。行動した人だけ
が、さらに多くのことに触れる機会
をもらえるのです。私が皆さんに
メッセージを贈ることになったの
も、4年間で様々なことにチャレン
ジした成果だと思います。

いままでの自分を信じて、未来を築こう

不安よりも楽しみ
　４月からは、設計職として働きます。お客様の想いをしっかりと受け止
め、心から喜んでいただけるような設計をすることが私の夢です。社会人
として責任ある仕事をすることは不
安でもありますが、それに負けない
くらいの楽しみでもあります。この
先辛いことがあっても、４年間で学
んだ多くの知識や経験を活かして、
これからも成長し続け頑張っていき
たいです。

友達の存在の大きさを感じた大学生活
　大学生活の４年間は、設計課題に追われる日々でした。想像以上に
大変で、挫折しそうな時もありました。そんな時に大きな支えとなった
のは友達の存在です。友達と過ごす何気ない時間も、私にとっては大
きな励みとなり、前進する力になりました。共に頑張る仲間がいたから
こそ諦めずにやり遂げることができたのだと思います。卒業して進む
先はそれぞれ異なりますが、仲間と共に過ごした思い出は一生忘れな
いと思います。

これから就職活動に挑む後輩へ
　就職活動はわからないことが多く、誰にとっても不安だらけだと思い
ます。しかし、自分自身を見つめ直し、自分の長短に気付くことができる
良い機会でもあります。将来何をしたいのかをじっくり考え、自信を持っ
て活動してください。
大学で学んできたこと
は、必ず発揮できると
思います。周りと比べ
る必要はありません。
自分のペースで最後ま
で諦めずに頑張ってく
ださい。

広い視野と好奇心が行動力になる

純粋な気持ちで飽くなき挑戦を
　いよいよこの春から太陽光発電システムの施行・販売などを手掛ける
会社の一員として、社会人のスタートを切ります。私はネガティブに物事を
考えがちですが、そのネガティブな考え
方を抑え込むように純粋な気持ちで好
奇心を抱き、思いやりと優しさに満ちた
心と自分に負けない努力で、新しいこと
に挑戦していきたいです。そして、一人
前の社会人となり、周りの人への感謝の
気持ちを忘れずに、公私ともに充実した
人生を送りたいです。

いろんな人と出会えた学生生活
 私は、中学から大学まで9年間卓球部で頑張ってきました。さらに「大
学生活ではもっといろんな人と関わりたい」と思い国際友好部にも入
りました。勉強だけでなく、クラブ活動にも参加することで様々な人た
ちと友達になることができました。留学生との旅行や勉強を通して、日
本とは異なった言葉や文化、価値観を学びながら友情も生まれまし
た。活動する中で出会えた先生方や部員、留学生たちには感謝の気持
ちでいっぱいです。

今日よりよき明日のために
　勉学、部活の兼部にアルバイト、そして
ボランティア活動への参加、忙しくも充実
した学生生活を送りました。手術を要する
大きな病気に悩まされたこともありまし
た。すべてできるのか不安になったことも
ありました。しかし、私は簡単に諦めること
が嫌いなので「ひたむきの精神」で、毎日
の少ない時間の中でも少しずつ計画的に
挑戦することで、一つひとつ克服すること
ができました。

田所  恭田所  恭

工学部  環境工学科
体育会卓球部  国際友好部

ゴウダ㈱内定

工学部  環境工学科
体育会卓球部  国際友好部

ゴウダ㈱内定

十九川 侑紀十九川 侑紀

情報科学部  情報システム学科
文化会ジャグリングクラブ 
㈱OKIソフトウェア内定

情報科学部  情報システム学科
文化会ジャグリングクラブ 
㈱OKIソフトウェア内定

高 潔高 潔

情報科学研究科  情報科学専攻
富士ソフト㈱内定

情報科学研究科  情報科学専攻
富士ソフト㈱内定
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A科最優秀作品賞　原田 翔平
「小さな町の大きな煙突」

おめでとう！準大賞

建築学科

空間デザイン学科

おゝよど No,244   2015.3 おゝよど No,244   2015.3 76

C A M P U S  V I E W C A M P U S  V I E W

悩むことの大切さ

納得できる人生を

　卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます！今回は、最後に
「悩むことの大切さ」をお伝えします。「え？」「最後に悩むこと？」
「精神的に弱いのでは？」と思えますよね。
　それでは、人を傷つけてもケロリとしている人は「強い」ので
しょうか？こうした人が悩まないのは「精神的に強い」からではな
く、悩みを抱える心の器がなく、他者の気持ちも想像できないから
です。つまり、精神的に「強い」のではなく「弱い」のです。
　「悩むなんて辛いだけで、良いことないやん！」とも思えますよ
ね。でも、悩むのは、現状に不満や違和を感じているからです。悩

　卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。
　入学してから卒業までの道のりは、皆さんにとってどのようなも
のだったでしょうか。学生生活の中で、何を体験し、何を考え、何を身
に付けましたか？どのような出会いがあったでしょう。一生ものの友
人を得た人は、その関係を大事にしていってくださいね。
　別れやつらい出来事に見舞われた人もいるでしょう。つらい経験
は、こころの中で咀嚼するのに時間がかかりますが、その過程で
様々なことを感じたり考えたりして、成長できる機会でもあります。
そこからどのような芽が出てくるか、待ってみてください。

カウンセラー  小山　智朗

カウンセラー  大谷　真弓

　卒業は学生生活の終わりでもあり、またこれまでとは違った生活
の始まりでもあります。期待や不安、気持ちの揺れがあって当たり前
です。そうした様々な気持ちを経験することもまた、皆さんを内的に
強く、そしてひと回りふた回りと大きくする糧となります。
　在学生の皆さんは、これから数年後に卒業を控えていますね。そ
の時にどんな自分でいたいでしょうか。どのような卒業の日を迎え
たいですか。卒業生の皆さんも、在校生の皆さんも、これから過ごす
日々が、良いことも悪いことも含めて自分で納得できるものである
ことを願っています。

むから、現状や自分について振り返り、行動を変えていけます。例
えば野球では、不調で悩むからこそ、フォームを考え抜いて成長し
ます。人気のある映画、小説、マンガで、悩まない主人公はいない
くらいです。彼らも、悩み、苦しみ、それをきっかけに自分を成長さ
せていきます。悩めない人は、動物のように外からのアメとムチで
しか行動を変えられません。
　卒業後、皆さんも悩むことがたくさんあると思います。悩みは苦
しいものですが、こうした視点からも悩みを捉えて、成長のきっか
けとされることを願っています。

卒業研究展示会  受賞者決定
建築学科、空間デザイン学科

　工学部建築学科と空間デザイン学科が
それぞれ卒業研究展示会を行いました。
　建築学科は２月２０日～２２日、大阪南
港のＡＴＣで開催し、会場には事前に学内
審査を経て選ばれた設計作品（図面、模
型）、論文ポスターなど55点が展示され
ました。
　また、空間デザイン学科は、大学院生や
４年生が努力して作り上げた作品約９０点が２月１６日～２８日、大宮キャン
パスのデザイン工房（２号館１階）で展示され約500人が来場しました。
　各審査会では４年生自らの力作について公開プレゼンテーションおよ
び質疑応答が行われ、審査員によるきびしい質問やコメントに自信を持っ
て説明する姿が見られました。審査の結果、次のとおり受賞作品が決まり
ました。

「社会人基礎力育成グランプリ2015」
で準大賞を受賞！

　２月２６日、拓殖大学 文京キャンパスで「社会人基礎力育成グラ
ンプリ2015全国大会」が開催され、本学チームが準大賞を受賞し
ました。
　これは、大学のゼミ・研究・授業等を通じて経済産業省が提唱す
る「社会人基礎力」がどれだけ成長したかを審査するもので、各地
区予選大会を通過した7チームが全国大会に出場しました。
　本学からは、『イクメン商品で自社ブランドを立ち上げる！～知財
力を活かしたマーケティング戦略の展開～』と題して、大学院知的
財産研究科の平松幸男教授、知的財産学部知的財産学科の高田恭
子准教授と知的財産学部知的財産学科３年次の齊藤優理さん、松
江浩平君、森育実さん、中原健吾君、松浦翔人君、松永諒君、山本夢
人君が、地元の中小企業と新たな自社ブランドを立ち上げるべく、
商品開発を行う際に必要な商標登録や特許出願について取り組ん
だ、企業との共同事業活動について発表を行いました。様々な課題
に苦労しながらも、メンバーと力を合わせて取り組み、今回の成果
を出すことができました。今後は新たな商品開発も予定されてお
り、さらなる活躍が期待されます。
　本学は、2013年にも同大会において大賞を受賞し、今回はそれ
につづく快挙となりました。

卒業設計審査会　最優秀作品賞
　原田　翔平　「小さな町の大きな煙突」
最優秀プレゼンテーション賞
　小嵜　慶太　「鋳鋼を用いた杭頭半合接合部の力学挙動」
卒業設計審査会　優秀作品賞
　佐藤　絵里　「ハジマリとオワリのエピローグ」
優秀プレゼンテーション賞　　
　深谷　桂恵　「圧縮軸力を受ける梁端ピン接合部の変形能力確保に関する検討」

最優秀賞
　長谷川　みのり　「Architourism of Nara -reorganization of the historical district-」
　沖　双葉　「三種類の暦の提案」　
優秀賞
　佐々木　優　「Paper Wedding -トイレットペーパーによる人生の門出」
　加藤　美沙　「まなぶ　うまれる」
論文賞　
　坂田　紘一　「楕円型ハーネスの形態最適化による盲導犬とユーザーの快適な
                       歩行に関する基礎的研究」

工学部長表彰（２０１4年度 第２回）
工学部長表彰に輝いた学生たち

被表彰者（所属） 表彰対象・内容等
学芸賞（個人）
弘田　竜一（MA1）
上北　康之（MM2）
上村　拓也（MM1）
岸本　正尚（MM1）
藤田　亮太（MM1）
大脇　智矢（MM2）
川窪　俊行（MM2）
植村　将典（MM2）
桑野　一輝（MM2）
平野　友寛（MM2）
大門　頼満（MM2）
錦織　大典（MM2）
湖山　典英（MM2）
西田　万里（MM2）

「キルコス国際建築設計コンペティション2014」にて井出健一郎賞銀賞を受賞
「国際会議ACMFMS2014」にて英語による口頭発表
　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　〃
「国際会議Internoise2014」にて英語による口頭発表
　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　〃
「電気ロケットエンジンとそのプラズマ応用に関する 第1回 大阪工業大学・韓国科学技術院 合同ワークショップ」にて英語による口頭発表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　

被表彰者（所属） 表彰対象・内容等
学芸賞（個人）
松本　和真（MM2）
村岡　力夫（MM2）
山地　政吏（MM2）
和田　翔太（MM2）
籠田　泰輔（MM1）
濵端　直己（MM1）
藤本　祐也（MED2）
北野　裕也（MED1）
下嶋　康平（MK2）
竹岡　拓昭（MK2）
仲井　雄太（MK2）
岡本　暁道（K4）
須川　ひかる（ML1）

「電気ロケットエンジンとそのプラズマ応用に関する 第1回 大阪工業大学・韓国科学技術院 合同ワークショップ」にて英語による口頭発表
　　　　　　　　　　　　　　　　〃
「Journal of Advanced Mechanical Design, Systems, and Manufacturing」に研究論文掲載
平成26年度公益社団法人日本鋳造工学会関西支部「学生・院生、若手研究者・技術者による発表大会」にて優秀発表賞を受賞
「プラズマ応用科学」に研究論文掲載
「The 6th International Conference on Positioning Technology」にて英語による口頭発表
「電気学会論文誌A」に研究論文掲載
「IEEE. International Power Electronics and Application Conference and Exposition2014」にて英語による口頭発表
「Journal of Adhesion Science and Technology」に研究論文掲載　など
「Journal of The Adhesion Society of Japan」に研究論文掲載　など
「石油学会関西支部第23回研究発表会・日本エネルギー学会関西支部第59回研究発表会」にて優秀研究賞を受賞
「第7回触媒表面化学研究発表会」にて優秀研究賞を受賞
「Molecular Crystals and Liquid Crystals」に研究論文掲載

課外活動賞(団体)
【漕艇部】[代表者]井上　実(E3)他4名 第25回関西学生秋季選手権　男子舵手付きフォアの部第3位

【洋弓部】川津　裕太郎（IS4)
【洋弓部】川津　裕太郎(IS4)
【洋弓部】井上　勝博(D2)
【準硬式野球部】岡　勇樹(M3)
【準硬式野球部】末松　宏祐(M3)
【準硬式野球部】宮口　侑大(K3)
【フィギュアスケート同好会】杉中　武知(U2)
【個人活動】八倉　慎哉(IN1)

第27回全日本学生フィールドアーチェリー個人選手権大会　出場
第15回全日本学生室内アーチェリー個人選手権大会　出場
　　　　　　　　　　　〃
第23回関西地区大学六リーグ対抗準硬式野球大会　オールスター選出
　　　　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　　　〃
第87回日本学生氷上競技選手権大会　出場
ペプシICC東アジア太平洋地域男子クリケット　トロフィー2014　日本代表選手として出場

課外活動賞(個人)

被表彰者（所属） 表彰対象・内容等
善行賞（団体）

【城北祭実行委員会】[代表者]蓮田　淑人(D2) 淀川クリーンキャンペーンの運営協力を評価され、大阪市環境表彰受賞

善行賞（個人）
吉田　龍太郎(K2)
羽鳥　綾香(R3)
加藤　剛士(IM3)
多田　千里(IM3)
香川　貴範(K3)

図書館ライブラリーサポーター活動
城北祭図書館企画展の企画・運営活動
地域クリーンキャンペーン活動
　　　　　　〃
陶芸プロジェクト（夢雲）活動

資格取得
坂井　竜也(E3)
岡藤　達也(E2)
高田　卓(E2)
中山　光絋(D3)
石川　貴史(M4)
秋本　雅弥(D3)
西口　悠太(D3)
宮下　悠生(D4)
土井　健輔(IS3)
花川　大智(D4)
秋山　祐樹(IN3)
川本　琢朗(IS4)
小川　裕司(IS3)
山本　貴司(IN3)
関　　拓也(P4)
真野　達朗(P3)

第三種電気主任技術者合格
　　　　　　〃
　　　　　　〃
　　　　　　〃
基本情報技術者試験合格
　　　　　〃
　　　　　〃
情報セキュリティスペシャリスト試験合格
　　　　　　　　〃
ネットワークスペシャリスト試験合格
　　　　　　　〃
応用情報技術者試験合格
　　　　　〃
　　　　　〃
宅地建物取引主任者資格試験合格
　　　　　　　〃

工学部では、学会等で優秀な成績を収めた者に対して工学部長表彰を行っており、３月５日に以下の学生を表彰しました。  

情報科学研究科長・学部長表彰（2014年度 第２回）
情報科学研究科長・学部長表彰に輝いた学生たち

被表彰者（所属） 表彰対象・内容等
《学業優秀賞》
原田　和明（IC4）　樋口　克幸（IC4）　平森　将裕（IC4）
賀数　元春（IS4）　川本　琢朗（IS4）　藤田　拓哉（IS4）
池ヶ谷　剛（IM4）　井上　美里（IM4）　南口　友里佳（IM4）
東　　靖雄（IN4）　塩谷　充輝（IN4）　濱原　優（IN4）

学業成績が優れ T-GPA、
総取得単位数が他の模範となった者

《研究優秀賞（団体）》
［代表者］田口　勇亮（IN3）他３名 「オージス総研うつるソフトウェアコンテスト」にて審査員特別賞を受賞

《研究優秀賞（個人）》 
西内　康裕（IC4）
西内　康裕（IC4）
平森　将裕（IC4）
奥林　真（IM4）
池田　成弥（IM4）
佐藤　正樹（IM4）
足立　万耶（IM4）
一色　麻里紗（IM4）
川内　里紗（IM4）
橋田　佳奈（IM4）
川内　里紗（IM4）
橋田　佳奈（IM4）
久保　愛彦（IM4）
渡邊　貴文（IM4）
木村　彩郁（IM4）
米本　奈々子（IM4）
木村　彩郁（IM4）
霜野　美沙子（IM4）
田辺　敬典（IM4）
堂土　奨（IM4）
皆本　光（IM4）
堂土　奨（IM4）
南口　友里佳（IM4）
西島　智史（IM4）
西村　佑太（IM4）
水野　翔太（IM4）

「情報処理学会　コンピュータと教育研究会」にて卒研成果を発表
「教育システム情報学会　関西支部学生研究発表会」にて卒研成果を発表し、優秀ポスター発表賞を受賞
「2014年度電気関係学会関西連合大会」にて卒研成果を発表
「2015年電子情報通信学会総合大会」にて卒研成果を発表
　　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　〃
「インタラクション2015・情報処理学会」にて卒研成果を発表
「情報処理学会第77回全国大会・情報処理学会」にて卒研成果を発表
「電子情報通信学会総合大会・ヒューマンコミュニケーション基礎研究会３月研究会・電子情報通信学会」にて卒研成果を発表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃
「電子情報通信学会総合大会・電子情報通信学会」にて卒研成果を発表
　　　　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　　　〃
「画像関連学会連合会第１回秋季合同大会」にて卒研成果を発表
　　　　　　　　　　　　　〃
「画像電子学会第５回視覚・聴覚支援システム研究会」にて卒研成果を発表
「情報処理学会第77回全国大会・情報処理学会」にて卒研成果を発表
「画像関連学会連合会第１回秋季合同大会」にて卒研成果を発表
「画像関連学会連合会第１回秋季合同大会・画像関連学会連合会」にて卒研成果を発表
　　　　　　　　　　　　　　　　〃
「電子情報通信学会MVE研究会・電子情報通信学会」にて卒研成果を発表
　　　　　　　　　　　　　　　〃
「インタラクション2015・情報処理学会」にて卒研成果を発表
　　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　

《課外活動功労賞（団体）》
［代表者］谷田　海登（IS4）他４名 「Intelligent Home Robotics Challenge2014・ロボット学会」にて総合準優勝、知能ロボティクス部門第１位を受賞

《課外活動功労賞（個人）》
岡部　聡一（IM3）
加藤　剛士（IM3）
工藤　瑞姫（IM3）
井口　貴紀（IM3）
東野　達貴（IM3）
服部　元気（IM3）
多胡　憲志朗（IM3）
平井　智也（IM3）
小川　真由（IM3）

「2014年度川上村PRコンテンツ制作プロジェクト表彰式」にて金賞を受賞
「2014年度川上村PRコンテンツ制作プロジェクト表彰式」にて銀賞を受賞
　　　　　　　　　　　　　　　　〃
「2014年度川上村PRコンテンツ制作プロジェクト表彰式」にて企画賞を受賞
　　　　　　　　　　　　　　　　〃
「2014年度川上村PRコンテンツ制作プロジェクト表彰式」にて技術賞を受賞
「2014年度川上村PRコンテンツ制作プロジェクト表彰式」にてデザイン賞を受賞
　　　　　　　　　　　　　　　　〃
「2014年度川上村PRコンテンツ制作プロジェクト表彰式」にて演出賞を受賞

《資格取得》
池田　裕樹（IC4）
原田　和明（IC4）
平森　将裕（IC4）
小島　秀斗（IS4）
東　　靖雄（IN4）
塩谷　充輝（IN4）
井ノ上　典衡（IN3）
上野　洋太郎（IN3）

応用情報技術者試験合格
　　　　　〃
　　　　　〃
　　　　　〃
　　　　　〃
　　　　　〃
　　　　　〃
　　　　　〃

被表彰者（所属） 表彰対象・内容等

情報科学部では、学業成績や研究成果が優秀な者などに対して学部長表彰を行っており、
1～3年生は3月3日、また、2014年度卒業生は3月20日に表彰しました。

《研究優秀賞（個人）》 
渋谷　咲月（IM4）
秀山　恵美（IM4）
皆本　光（IM4）
太田　隼人（IN4）
寺田　雄貴（IN4）
八木　洋紀（IN4）

「インタラクション2015・情報処理学会」にて卒研成果を発表
「情報処理学会第77回全国大会・情報処理学会」にて卒研成果を発表
「第１５回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会・計測自動制御学会」にて卒研成果を発表
「電子情報通信学会・2015総合大会」にて卒研成果を発表
　　　　　　　　　　　　〃
「電子情報通信学会・知的環境とセンサネットワーク研究会」にて卒研成果を発表

学長表彰（２０１4年度 第2回）学会や課外活動での優秀な成績を収めた者に対して、3月10日に学長表彰が実施されました。

学長表彰に輝いた学生たち

被表彰者（所属） 表彰対象・内容等 成績等
学芸賞(団体)
入舩　健太（W4）他6名
藤岡　宗杜（A3）他1名
西田　吉伸（MA2）他1名
弘田　竜一（MA1）他3名
弘田　竜一（MA1）他1名
齊藤　優理（P3）他6名

OSAKA LOVERS CM コンテスト2014
第12回主張する「みせ」学生デザインコンペ
第41回日新工業建築設計競技
歴史的空間再編コンペティション2014　第3回「学生のまち・金沢」設計グランプリ
第3回大東建託賃貸住宅コンペ
社会人基礎力育成グランプリ2015　全国大会

「ケイオプティコム」部門大賞 副賞としてeo光チャンネルでのTVCM制作
奨励部門賞
佳作
13位入選
入選
準大賞

学芸賞(個人)
堤　　博紀（MC2)
村野　大智(MC2)
清水　智弘(DC3)
河野　由佳(MA2)
弘田　竜一(MA1)
尾上　純弥(MM1)
大原　申也(E4)
田中　量也(MV1)
赤松　雄馬(MI1)

土木学会　第10回景観・デザイン研究発表会
2014年度 第23回地理情報システム学会学術研究発表大会
土木学会　第10回景観・デザイン研究発表会
日本鋼構造協会　鋼構造シンポジウム2014
全日本学生建築コンソーシアム2014　住宅設計コンペ
第72回ターボ機械協会　講演会
IEEE. International Power Electronics and Application Conference and Exposition(PEAC)2014
土木学会　平成26年度全国大会第69回年次学術講演会
International Students Creative Award 2014

優秀講演賞
大会優秀発表賞
優秀講演賞
優秀発表賞
佳作
ベストプレゼンテーション賞
Excellent Paper Award（優秀論文賞）
優秀講演者
国内モバイルアプリ部門で佳作

知的財産研究科長表彰・学部長表彰（２０１４年度 第２回）  
知的財産研究科長・学部長表彰に輝いた学生たち

被表彰者（所属） 表彰対象・内容等
特に優れた学業成績を上げた者
                 〃
知的財産管理技能検定１級(特許専門業務)学科試験合格
                                  〃
知的財産管理技能検定２級合格
                   〃
                   〃
                   〃
                   〃
                   〃
                   〃

辻本　佳世（MP2）
高橋　一成（P3）
門林　和美（MP2）
河崎　有美（MP2）
山脇　佑介（MP1）
川上　恵太（P4）
大井川　弥生（P3）
太田　有香（P3）
荒木　冴子（P2）
荒岸　友絵（P2）
吉岡　大輔（P2）

被表彰者（所属） 表彰対象・内容等
TOEIC700点以上
          　〃
TOEIC650点以上
課外活動プロジェクト「知財PR隊」(イクメン)として特に優れた貢献をした者
                                               〃
                                               〃
                                               〃
                                               〃
                                               〃
                                               〃

羅　　巍（MP1）
劉　　威（MP1）
三村　真矢（P4）
齊藤　優理（P3）
松江　浩平（P3）
森　　育実（P3）
中原　健吾（P3）
松浦　翔人（P3）
松永　諒（P3）
山本　夢人（P3）

知的財産研究科・学部では、資格取得や本学主催行事等で特に優れた
貢献をした者に対して、表記表彰を授与しており、３月３日に実施しました。 



A科最優秀作品賞　原田 翔平
「小さな町の大きな煙突」

おめでとう！準大賞

建築学科

空間デザイン学科
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悩むことの大切さ

納得できる人生を

　卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます！今回は、最後に
「悩むことの大切さ」をお伝えします。「え？」「最後に悩むこと？」
「精神的に弱いのでは？」と思えますよね。
　それでは、人を傷つけてもケロリとしている人は「強い」ので
しょうか？こうした人が悩まないのは「精神的に強い」からではな
く、悩みを抱える心の器がなく、他者の気持ちも想像できないから
です。つまり、精神的に「強い」のではなく「弱い」のです。
　「悩むなんて辛いだけで、良いことないやん！」とも思えますよ
ね。でも、悩むのは、現状に不満や違和を感じているからです。悩

　卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。
　入学してから卒業までの道のりは、皆さんにとってどのようなも
のだったでしょうか。学生生活の中で、何を体験し、何を考え、何を身
に付けましたか？どのような出会いがあったでしょう。一生ものの友
人を得た人は、その関係を大事にしていってくださいね。
　別れやつらい出来事に見舞われた人もいるでしょう。つらい経験
は、こころの中で咀嚼するのに時間がかかりますが、その過程で
様々なことを感じたり考えたりして、成長できる機会でもあります。
そこからどのような芽が出てくるか、待ってみてください。

カウンセラー  小山　智朗

カウンセラー  大谷　真弓

　卒業は学生生活の終わりでもあり、またこれまでとは違った生活
の始まりでもあります。期待や不安、気持ちの揺れがあって当たり前
です。そうした様々な気持ちを経験することもまた、皆さんを内的に
強く、そしてひと回りふた回りと大きくする糧となります。
　在学生の皆さんは、これから数年後に卒業を控えていますね。そ
の時にどんな自分でいたいでしょうか。どのような卒業の日を迎え
たいですか。卒業生の皆さんも、在校生の皆さんも、これから過ごす
日々が、良いことも悪いことも含めて自分で納得できるものである
ことを願っています。

むから、現状や自分について振り返り、行動を変えていけます。例
えば野球では、不調で悩むからこそ、フォームを考え抜いて成長し
ます。人気のある映画、小説、マンガで、悩まない主人公はいない
くらいです。彼らも、悩み、苦しみ、それをきっかけに自分を成長さ
せていきます。悩めない人は、動物のように外からのアメとムチで
しか行動を変えられません。
　卒業後、皆さんも悩むことがたくさんあると思います。悩みは苦
しいものですが、こうした視点からも悩みを捉えて、成長のきっか
けとされることを願っています。

卒業研究展示会  受賞者決定
建築学科、空間デザイン学科

　工学部建築学科と空間デザイン学科が
それぞれ卒業研究展示会を行いました。
　建築学科は２月２０日～２２日、大阪南
港のＡＴＣで開催し、会場には事前に学内
審査を経て選ばれた設計作品（図面、模
型）、論文ポスターなど55点が展示され
ました。
　また、空間デザイン学科は、大学院生や
４年生が努力して作り上げた作品約９０点が２月１６日～２８日、大宮キャン
パスのデザイン工房（２号館１階）で展示され約500人が来場しました。
　各審査会では４年生自らの力作について公開プレゼンテーションおよ
び質疑応答が行われ、審査員によるきびしい質問やコメントに自信を持っ
て説明する姿が見られました。審査の結果、次のとおり受賞作品が決まり
ました。

「社会人基礎力育成グランプリ2015」
で準大賞を受賞！

　２月２６日、拓殖大学 文京キャンパスで「社会人基礎力育成グラ
ンプリ2015全国大会」が開催され、本学チームが準大賞を受賞し
ました。
　これは、大学のゼミ・研究・授業等を通じて経済産業省が提唱す
る「社会人基礎力」がどれだけ成長したかを審査するもので、各地
区予選大会を通過した7チームが全国大会に出場しました。
　本学からは、『イクメン商品で自社ブランドを立ち上げる！～知財
力を活かしたマーケティング戦略の展開～』と題して、大学院知的
財産研究科の平松幸男教授、知的財産学部知的財産学科の高田恭
子准教授と知的財産学部知的財産学科３年次の齊藤優理さん、松
江浩平君、森育実さん、中原健吾君、松浦翔人君、松永諒君、山本夢
人君が、地元の中小企業と新たな自社ブランドを立ち上げるべく、
商品開発を行う際に必要な商標登録や特許出願について取り組ん
だ、企業との共同事業活動について発表を行いました。様々な課題
に苦労しながらも、メンバーと力を合わせて取り組み、今回の成果
を出すことができました。今後は新たな商品開発も予定されてお
り、さらなる活躍が期待されます。
　本学は、2013年にも同大会において大賞を受賞し、今回はそれ
につづく快挙となりました。

卒業設計審査会　最優秀作品賞
　原田　翔平　「小さな町の大きな煙突」
最優秀プレゼンテーション賞
　小嵜　慶太　「鋳鋼を用いた杭頭半合接合部の力学挙動」
卒業設計審査会　優秀作品賞
　佐藤　絵里　「ハジマリとオワリのエピローグ」
優秀プレゼンテーション賞　　
　深谷　桂恵　「圧縮軸力を受ける梁端ピン接合部の変形能力確保に関する検討」

最優秀賞
　長谷川　みのり　「Architourism of Nara -reorganization of the historical district-」
　沖　双葉　「三種類の暦の提案」　
優秀賞
　佐々木　優　「Paper Wedding -トイレットペーパーによる人生の門出」
　加藤　美沙　「まなぶ　うまれる」
論文賞　
　坂田　紘一　「楕円型ハーネスの形態最適化による盲導犬とユーザーの快適な
                       歩行に関する基礎的研究」

工学部長表彰（２０１4年度 第２回）
工学部長表彰に輝いた学生たち

被表彰者（所属） 表彰対象・内容等
学芸賞（個人）
弘田　竜一（MA1）
上北　康之（MM2）
上村　拓也（MM1）
岸本　正尚（MM1）
藤田　亮太（MM1）
大脇　智矢（MM2）
川窪　俊行（MM2）
植村　将典（MM2）
桑野　一輝（MM2）
平野　友寛（MM2）
大門　頼満（MM2）
錦織　大典（MM2）
湖山　典英（MM2）
西田　万里（MM2）

「キルコス国際建築設計コンペティション2014」にて井出健一郎賞銀賞を受賞
「国際会議ACMFMS2014」にて英語による口頭発表
　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　〃
「国際会議Internoise2014」にて英語による口頭発表
　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　〃
「電気ロケットエンジンとそのプラズマ応用に関する 第1回 大阪工業大学・韓国科学技術院 合同ワークショップ」にて英語による口頭発表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　

被表彰者（所属） 表彰対象・内容等
学芸賞（個人）
松本　和真（MM2）
村岡　力夫（MM2）
山地　政吏（MM2）
和田　翔太（MM2）
籠田　泰輔（MM1）
濵端　直己（MM1）
藤本　祐也（MED2）
北野　裕也（MED1）
下嶋　康平（MK2）
竹岡　拓昭（MK2）
仲井　雄太（MK2）
岡本　暁道（K4）
須川　ひかる（ML1）

「電気ロケットエンジンとそのプラズマ応用に関する 第1回 大阪工業大学・韓国科学技術院 合同ワークショップ」にて英語による口頭発表
　　　　　　　　　　　　　　　　〃
「Journal of Advanced Mechanical Design, Systems, and Manufacturing」に研究論文掲載
平成26年度公益社団法人日本鋳造工学会関西支部「学生・院生、若手研究者・技術者による発表大会」にて優秀発表賞を受賞
「プラズマ応用科学」に研究論文掲載
「The 6th International Conference on Positioning Technology」にて英語による口頭発表
「電気学会論文誌A」に研究論文掲載
「IEEE. International Power Electronics and Application Conference and Exposition2014」にて英語による口頭発表
「Journal of Adhesion Science and Technology」に研究論文掲載　など
「Journal of The Adhesion Society of Japan」に研究論文掲載　など
「石油学会関西支部第23回研究発表会・日本エネルギー学会関西支部第59回研究発表会」にて優秀研究賞を受賞
「第7回触媒表面化学研究発表会」にて優秀研究賞を受賞
「Molecular Crystals and Liquid Crystals」に研究論文掲載

課外活動賞(団体)
【漕艇部】[代表者]井上　実(E3)他4名 第25回関西学生秋季選手権　男子舵手付きフォアの部第3位

【洋弓部】川津　裕太郎（IS4)
【洋弓部】川津　裕太郎(IS4)
【洋弓部】井上　勝博(D2)
【準硬式野球部】岡　勇樹(M3)
【準硬式野球部】末松　宏祐(M3)
【準硬式野球部】宮口　侑大(K3)
【フィギュアスケート同好会】杉中　武知(U2)
【個人活動】八倉　慎哉(IN1)

第27回全日本学生フィールドアーチェリー個人選手権大会　出場
第15回全日本学生室内アーチェリー個人選手権大会　出場
　　　　　　　　　　　〃
第23回関西地区大学六リーグ対抗準硬式野球大会　オールスター選出
　　　　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　　　〃
第87回日本学生氷上競技選手権大会　出場
ペプシICC東アジア太平洋地域男子クリケット　トロフィー2014　日本代表選手として出場

課外活動賞(個人)

被表彰者（所属） 表彰対象・内容等
善行賞（団体）

【城北祭実行委員会】[代表者]蓮田　淑人(D2) 淀川クリーンキャンペーンの運営協力を評価され、大阪市環境表彰受賞

善行賞（個人）
吉田　龍太郎(K2)
羽鳥　綾香(R3)
加藤　剛士(IM3)
多田　千里(IM3)
香川　貴範(K3)

図書館ライブラリーサポーター活動
城北祭図書館企画展の企画・運営活動
地域クリーンキャンペーン活動
　　　　　　〃
陶芸プロジェクト（夢雲）活動

資格取得
坂井　竜也(E3)
岡藤　達也(E2)
高田　卓(E2)
中山　光絋(D3)
石川　貴史(M4)
秋本　雅弥(D3)
西口　悠太(D3)
宮下　悠生(D4)
土井　健輔(IS3)
花川　大智(D4)
秋山　祐樹(IN3)
川本　琢朗(IS4)
小川　裕司(IS3)
山本　貴司(IN3)
関　　拓也(P4)
真野　達朗(P3)

第三種電気主任技術者合格
　　　　　　〃
　　　　　　〃
　　　　　　〃
基本情報技術者試験合格
　　　　　〃
　　　　　〃
情報セキュリティスペシャリスト試験合格
　　　　　　　　〃
ネットワークスペシャリスト試験合格
　　　　　　　〃
応用情報技術者試験合格
　　　　　〃
　　　　　〃
宅地建物取引主任者資格試験合格
　　　　　　　〃

工学部では、学会等で優秀な成績を収めた者に対して工学部長表彰を行っており、３月５日に以下の学生を表彰しました。  

情報科学研究科長・学部長表彰（2014年度 第２回）
情報科学研究科長・学部長表彰に輝いた学生たち

被表彰者（所属） 表彰対象・内容等
《学業優秀賞》
原田　和明（IC4）　樋口　克幸（IC4）　平森　将裕（IC4）
賀数　元春（IS4）　川本　琢朗（IS4）　藤田　拓哉（IS4）
池ヶ谷　剛（IM4）　井上　美里（IM4）　南口　友里佳（IM4）
東　　靖雄（IN4）　塩谷　充輝（IN4）　濱原　優（IN4）

学業成績が優れ T-GPA、
総取得単位数が他の模範となった者

《研究優秀賞（団体）》
［代表者］田口　勇亮（IN3）他３名 「オージス総研うつるソフトウェアコンテスト」にて審査員特別賞を受賞

《研究優秀賞（個人）》 
西内　康裕（IC4）
西内　康裕（IC4）
平森　将裕（IC4）
奥林　真（IM4）
池田　成弥（IM4）
佐藤　正樹（IM4）
足立　万耶（IM4）
一色　麻里紗（IM4）
川内　里紗（IM4）
橋田　佳奈（IM4）
川内　里紗（IM4）
橋田　佳奈（IM4）
久保　愛彦（IM4）
渡邊　貴文（IM4）
木村　彩郁（IM4）
米本　奈々子（IM4）
木村　彩郁（IM4）
霜野　美沙子（IM4）
田辺　敬典（IM4）
堂土　奨（IM4）
皆本　光（IM4）
堂土　奨（IM4）
南口　友里佳（IM4）
西島　智史（IM4）
西村　佑太（IM4）
水野　翔太（IM4）

「情報処理学会　コンピュータと教育研究会」にて卒研成果を発表
「教育システム情報学会　関西支部学生研究発表会」にて卒研成果を発表し、優秀ポスター発表賞を受賞
「2014年度電気関係学会関西連合大会」にて卒研成果を発表
「2015年電子情報通信学会総合大会」にて卒研成果を発表
　　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　〃
「インタラクション2015・情報処理学会」にて卒研成果を発表
「情報処理学会第77回全国大会・情報処理学会」にて卒研成果を発表
「電子情報通信学会総合大会・ヒューマンコミュニケーション基礎研究会３月研究会・電子情報通信学会」にて卒研成果を発表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃
「電子情報通信学会総合大会・電子情報通信学会」にて卒研成果を発表
　　　　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　　　〃
「画像関連学会連合会第１回秋季合同大会」にて卒研成果を発表
　　　　　　　　　　　　　〃
「画像電子学会第５回視覚・聴覚支援システム研究会」にて卒研成果を発表
「情報処理学会第77回全国大会・情報処理学会」にて卒研成果を発表
「画像関連学会連合会第１回秋季合同大会」にて卒研成果を発表
「画像関連学会連合会第１回秋季合同大会・画像関連学会連合会」にて卒研成果を発表
　　　　　　　　　　　　　　　　〃
「電子情報通信学会MVE研究会・電子情報通信学会」にて卒研成果を発表
　　　　　　　　　　　　　　　〃
「インタラクション2015・情報処理学会」にて卒研成果を発表
　　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　

《課外活動功労賞（団体）》
［代表者］谷田　海登（IS4）他４名 「Intelligent Home Robotics Challenge2014・ロボット学会」にて総合準優勝、知能ロボティクス部門第１位を受賞

《課外活動功労賞（個人）》
岡部　聡一（IM3）
加藤　剛士（IM3）
工藤　瑞姫（IM3）
井口　貴紀（IM3）
東野　達貴（IM3）
服部　元気（IM3）
多胡　憲志朗（IM3）
平井　智也（IM3）
小川　真由（IM3）

「2014年度川上村PRコンテンツ制作プロジェクト表彰式」にて金賞を受賞
「2014年度川上村PRコンテンツ制作プロジェクト表彰式」にて銀賞を受賞
　　　　　　　　　　　　　　　　〃
「2014年度川上村PRコンテンツ制作プロジェクト表彰式」にて企画賞を受賞
　　　　　　　　　　　　　　　　〃
「2014年度川上村PRコンテンツ制作プロジェクト表彰式」にて技術賞を受賞
「2014年度川上村PRコンテンツ制作プロジェクト表彰式」にてデザイン賞を受賞
　　　　　　　　　　　　　　　　〃
「2014年度川上村PRコンテンツ制作プロジェクト表彰式」にて演出賞を受賞

《資格取得》
池田　裕樹（IC4）
原田　和明（IC4）
平森　将裕（IC4）
小島　秀斗（IS4）
東　　靖雄（IN4）
塩谷　充輝（IN4）
井ノ上　典衡（IN3）
上野　洋太郎（IN3）

応用情報技術者試験合格
　　　　　〃
　　　　　〃
　　　　　〃
　　　　　〃
　　　　　〃
　　　　　〃
　　　　　〃

被表彰者（所属） 表彰対象・内容等

情報科学部では、学業成績や研究成果が優秀な者などに対して学部長表彰を行っており、
1～3年生は3月3日、また、2014年度卒業生は3月20日に表彰しました。

《研究優秀賞（個人）》 
渋谷　咲月（IM4）
秀山　恵美（IM4）
皆本　光（IM4）
太田　隼人（IN4）
寺田　雄貴（IN4）
八木　洋紀（IN4）

「インタラクション2015・情報処理学会」にて卒研成果を発表
「情報処理学会第77回全国大会・情報処理学会」にて卒研成果を発表
「第１５回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会・計測自動制御学会」にて卒研成果を発表
「電子情報通信学会・2015総合大会」にて卒研成果を発表
　　　　　　　　　　　　〃
「電子情報通信学会・知的環境とセンサネットワーク研究会」にて卒研成果を発表

学長表彰（２０１4年度 第2回）学会や課外活動での優秀な成績を収めた者に対して、3月10日に学長表彰が実施されました。

学長表彰に輝いた学生たち

被表彰者（所属） 表彰対象・内容等 成績等
学芸賞(団体)
入舩　健太（W4）他6名
藤岡　宗杜（A3）他1名
西田　吉伸（MA2）他1名
弘田　竜一（MA1）他3名
弘田　竜一（MA1）他1名
齊藤　優理（P3）他6名

OSAKA LOVERS CM コンテスト2014
第12回主張する「みせ」学生デザインコンペ
第41回日新工業建築設計競技
歴史的空間再編コンペティション2014　第3回「学生のまち・金沢」設計グランプリ
第3回大東建託賃貸住宅コンペ
社会人基礎力育成グランプリ2015　全国大会

「ケイオプティコム」部門大賞 副賞としてeo光チャンネルでのTVCM制作
奨励部門賞
佳作
13位入選
入選
準大賞

学芸賞(個人)
堤　　博紀（MC2)
村野　大智(MC2)
清水　智弘(DC3)
河野　由佳(MA2)
弘田　竜一(MA1)
尾上　純弥(MM1)
大原　申也(E4)
田中　量也(MV1)
赤松　雄馬(MI1)

土木学会　第10回景観・デザイン研究発表会
2014年度 第23回地理情報システム学会学術研究発表大会
土木学会　第10回景観・デザイン研究発表会
日本鋼構造協会　鋼構造シンポジウム2014
全日本学生建築コンソーシアム2014　住宅設計コンペ
第72回ターボ機械協会　講演会
IEEE. International Power Electronics and Application Conference and Exposition(PEAC)2014
土木学会　平成26年度全国大会第69回年次学術講演会
International Students Creative Award 2014

優秀講演賞
大会優秀発表賞
優秀講演賞
優秀発表賞
佳作
ベストプレゼンテーション賞
Excellent Paper Award（優秀論文賞）
優秀講演者
国内モバイルアプリ部門で佳作

知的財産研究科長表彰・学部長表彰（２０１４年度 第２回）  
知的財産研究科長・学部長表彰に輝いた学生たち

被表彰者（所属） 表彰対象・内容等
特に優れた学業成績を上げた者
                 〃
知的財産管理技能検定１級(特許専門業務)学科試験合格
                                  〃
知的財産管理技能検定２級合格
                   〃
                   〃
                   〃
                   〃
                   〃
                   〃

辻本　佳世（MP2）
高橋　一成（P3）
門林　和美（MP2）
河崎　有美（MP2）
山脇　佑介（MP1）
川上　恵太（P4）
大井川　弥生（P3）
太田　有香（P3）
荒木　冴子（P2）
荒岸　友絵（P2）
吉岡　大輔（P2）

被表彰者（所属） 表彰対象・内容等
TOEIC700点以上
          　〃
TOEIC650点以上
課外活動プロジェクト「知財PR隊」(イクメン)として特に優れた貢献をした者
                                               〃
                                               〃
                                               〃
                                               〃
                                               〃
                                               〃

羅　　巍（MP1）
劉　　威（MP1）
三村　真矢（P4）
齊藤　優理（P3）
松江　浩平（P3）
森　　育実（P3）
中原　健吾（P3）
松浦　翔人（P3）
松永　諒（P3）
山本　夢人（P3）

知的財産研究科・学部では、資格取得や本学主催行事等で特に優れた
貢献をした者に対して、表記表彰を授与しており、３月３日に実施しました。 
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Vol.19工大流就職支援
　卒業生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。企業等への就
職、大学院への進学等、卒業後の自分自身の進路を真剣に考え、悩
んだ１年間、本当にお疲れ様でした。企業等へ就職される方の中に
は、選考試験で思ったように結果が出ず、不安で心が折れそうになっ
たことがあったかもしれません。しかし、就職活動を通して、悩み・考
えこの１年間でさらに一回りも二回りも成長したことは間違いありま
せん。自信を持って、新社会人として、世界へ羽ばたいてください。

　皆さんが進路を考える際に多くの方々が、支援するとともに励まし
てくださいました。卒業研究の先生、就職担当の先生。さらに、企業
のＯＢ・ＯＧの方々、ご家族、友人達など。今後は大阪工業大学の卒
業生キャリアサポーターの一人として、励まされる側から励ます側と
なって、後輩たちのよき相談相手としてご支援・ご協力いただけるこ
とと期待しています。最後に、皆さんの新天地でのご活躍を祈念いた
します。

知的財産専門職大学院・知的財産学部　合同企業懇談会を開催
知的財産専門職大学院と知的財産学部

は、１２月２２日大阪センターにおいて合同企
業懇談会を開催し、企業関係者２８名を含め、
学部・大学院生合わせて約１００人が参加しま
した。
これは毎年学生が中心になって運営する
懇談会で、企業の知的財産部門をはじめ、採
用担当の方々をお招きし、本学の教育の特色
や学生の活動成果報告のＰＲの場として活用
しています。

当日は学生の司会進行によりインターン
シップ・知財実務研修報告、課外活動（硬式野
球部・知財ＰＲ隊）報告、留学体験報告が行わ
れました。
活動報告会終了後は情報交換会が行わ

れ、学生たちは積極的に参加企業の方々に話
しかけ、企業で働くことの意義や実社会の厳
しさについて体感していました。
これから就職活動を始める学生諸君にとっ
ては、大変貴重な体験となりました。

留学生歓送会
～卒業・修了する留学生を祝って～

　3月18日、この春に本学を卒業・修了する留学生25人を送
る「留学生歓送会」が研修センターで開催されました。会場には
学長や学部長・研究科長をはじめ、大学生活でお世話になった
多くの先生方や後輩留学生など約70人が集まり、学位記授与
式に先立って旅立つ留学生の卒業・修了を祝いました。歓送会
では入学から撮りためたたくさんの写真を大きなスクリーンに
映し出して、日本語での授業や論文発表、留学生見学会や城北
祭での模擬店出店などの　たくさんの思い出を振り返り、これ
からの夢や抱負などを語り合いました。
　このたび卒業・修了する中国・サウジアラビア・インドネシア・
モンゴル・ＵＡＥ・オーストラリア・台湾の留学生は、4月から母
国に戻って就職する者、日本で就職する者、さらに日本で進学
する者など、それぞれ新しい道を歩んでいきます。本学で学ん
だたくさんの知識や技術を活かして活躍されることを期待して
います。

活動の成果を報告する学生たち

楽しかった留学生見学会

　12月6日、ロボカップ＠ホームリーグプロジェクトの学生が「Intelligent 
Home Robotics Challenge2014」に出場し、知能ロボティクス部門で第1
位、総合準優勝に輝きました。本コンテストは今年度から始まり、ロボカップ
＠ホームリーグの代表的な2つの競技を実施し、部門内得点と総合得点を競い
ました。
　自律移動ロボット部門の競技種目はFollow me（人の後を追うタスク）。全6
チームが参加しました。本学チームは新たに構築した自律移動掃除機タイプの
小型ロボットで競技に挑み、残念ながら得点にはつながりませんでしたが、構
築作業やコンテスト本番で培った技術を活かし、今後の活躍が期待されます。
　また、知能ロボティクス部門では、全4チームが競技種目Restaurant（注文
を聞きドリンクを用意するタスク）に出場し、本学チームはすべての課題を成功
させ、第1位を獲得しました。
　2部門を合計した得点で、本学チームは総合準優勝を果たし、ロボカップ
＠ホームリーグプロジェクトの技術成果を素晴らしい結果として残すことがで
きました。
　今後、2015年5月開催予定のロボカップ＠ホームリーグ出場に向けて、さ
らに技術を向上させていきます。今後も同プロジェクトの活躍にご期待くだ
さい。

準優勝に輝いた「O.I.T.Trial」のメンバー

Intelligent Home Robotics 
Challenge2014で総合準優勝

おゝよど No,244

歳を重ねると知力、体力は
減退する。現状維持に甘ん
じていては駄目で、常に進
化を目指していないと現状
維持すらできない。君たち
に追い抜かれまいという思
いで教壇に立つ。
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「社会人基礎力育成グランプリ2015」で準大賞
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卒業生特集
卒業生に贈る言葉

卒業生諸君の門出を祝して 学長 井上正崇
　卒業おめでとうございます。先行き不透明な世界経
済の状況において、新たな成長戦略を探る必要性が高
まっています。まさに日本の革新力(イノベーション)が問
われる社会が大きな期待をもって皆さんを待っています。
　昨年のノーベル物理学賞に選ばれた青色発光ダ
イオード(LED)の発明は、大学での基礎研究が徳島
県の企業において青く光り輝く製品に結びついた、まさ
にイノベーションの代表例といえます。戦後70年を経
て、今また日本の革新力が世界で注目されています。
皆さんも最近のニュースで見たと思いますが、燃料電
池自動車の実用化そして昨年始まった超伝導リニア
新幹線の着工など世界をリードするニュースです。米
国トムソン・ロイター社の選定したグローバル・イノベー
ター世界のトップ100社の中に、日本の企業が３９社

選ばれ、米国を抜いて昨年トップに立ちました。
　卒業生諸君には、ビジネスにおいても人生におい
ても、イノベーションの視点を常に持ち続けていただき
たいと思います。会社や社会で働く時、学生時代に
経験したことのない困難に直面することと思います。そ
のような時、信頼できる良き友や先輩がいれば何よりの
力になってもらえます。日頃から自らも周りの人々や社
会に目を向け、やさしい気持ちで接することを忘れ
ないでください。これからの人生、多くの人々と
交流し多様な意見に耳を傾け、自らを磨いて
ください。
　卒業生の皆さんの今後の活躍と社会
人としての健やかな成長を心からお祈りし
ます。


